
私
が
は
じ
め
て
「
藺
学
」
に
関
心
を
持
っ
た
の
は
、
中
学
の
国
語
教
科
書
で
、
菊
池
寛
の
小
説
『
蘭
学
事
始
』
を
教
わ
っ
た
時
で
あ
っ
た
。

鎖
国
の
夜
明
け
前
に
、
和
蘭
の
解
剖
学
書
の
翻
訳
に
苦
闘
、
未
知
の
学
問
分
野
と
取
り
組
桑
情
熱
を
燃
や
し
た
こ
と
に
深
い
感
動
を
お
ぼ
え

た
。
そ
の
う
ち
、
玄
白
自
身
が
書
い
た
回
想
記
ｌ
『
蘭
学
事
始
』
を
原
文
で
読
ん
で
、
当
時
の
日
本
医
界
の
混
迷
と
停
滞
、
玄
白
ら
が
医
学
革

新
の
意
気
に
燃
え
て
い
た
こ
と
、
外
国
の
文
物
、
こ
と
に
医
学
・
医
術
に
つ
い
て
は
、
本
当
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
、
さ
ら
に
玄
白
ら
の
努
力
（
解
体
新
書
の
訳
述
だ
け
で
な
く
）
が
い
か
に
、
わ
が
医
学
の
発
展
に
貢
献
し
た
か
と
い
う
こ
と
な
ど
、
い
ろ
い

私
の
学
生
時
代
（
大
正
の
終
り
頃
）
は
、
「
南
蛮
・
紅
毛
も
の
」
の
は
や
り
初
め
で
あ
っ
た
の
で
、
何
で
も
か
じ
っ
て
み
よ
う
と
い
う
癖
が
あ

っ
た
（
そ
れ
は
、
父
が
漢
学
者
で
、
兄
が
古
本
好
き
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
）
の
で
、
高
校
受
験
の
講
習
会
に
通
っ
た
神
田
の
古

本
屋
を
冷
や
か
し
は
じ
め
た
。
そ
し
て
、
和
綴
本
、
古
地
図
凡
泥
絵
な
ど
（
そ
の
頃
は
安
か
っ
た
）
買
い
漁
っ
た
。
新
村
出
の
『
南
蛮
広
記
』
、

木
下
杢
太
郎
の
『
厭
後
集
」
、
芥
川
、
菊
池
ら
の
も
の
な
ど
、
南
蛮
紅
毛
も
の
を
愛
読
し
た
。

高
校
大
学
時
代
は
、
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
嵐
が
吹
き
は
じ
め
た
頃
だ
っ
た
が
、
私
は
、
時
流
に
逆
ら
っ
て
、
安
土
桃
山
か
ら
江
戸
時
代
の
文
物

ろ
な
こ
と
を
知
っ
た
。

医
史
学
と
私

ｌ
杉
田
玄
白
と
の
「
つ
き
あ
い
」
Ｉ

や
す

杉
靖
三

日
本
医
史
学
雑
誌
第
三
十
四
巻
第
四
号

昭
和
六
十
三
年
十
月
三
十
日
発
行

郎
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私
は
、
昭
和
四
年
春
、
東
大
医
科
を
卒
業
し
て
、
と
に
か
く
実
地
に
医
療
を
し
て
お
こ
う
と
思
っ
て
、
東
大
の
三
内
科
を
敬
遠
し
て
、
当
時

新
設
さ
れ
た
ば
か
り
の
物
療
内
科
に
入
局
し
た
。
こ
こ
で
は
、
薬
を
使
う
ば
か
り
で
な
く
、
日
光
、
電
気
、
水
治
、
温
泉
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど

の
物
理
刺
激
も
用
い
、
先
輩
も
多
士
済
を
で
、
針
、
灸
、
漢
方
薬
な
ど
、
当
時
オ
ー
ソ
ド
ク
ス
で
な
い
医
療
法
を
特
技
と
し
て
持
っ
て
い
る
人

も
い
た
。
こ
と
に
直
接
指
導
を
受
け
た
荒
井
助
教
授
は
、
フ
ラ
ン
ス
帰
り
の
新
進
で
あ
っ
た
が
、
薬
草
（
ハ
ー
ブ
）
を
よ
く
用
い
ら
れ
、
「
フ

ラ
ン
ス
の
臨
床
医
学
は
、
漢
方
だ
ょ
。
そ
の
作
用
機
序
を
知
る
た
め
に
科
学
的
医
学
が
あ
る
の
だ
よ
」
と
言
わ
れ
た
。
最
新
の
サ
ッ
カ
リ
メ
ー

タ
ー
を
使
わ
し
て
い
た
だ
き
、
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
の
作
用
機
序
の
研
究
を
し
た
。
患
者
を
診
た
り
、
実
験
し
た
り
し
て
、
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多

か
っ
た
が
、
二
年
経
っ
て
か
ら
、
伝
染
病
院
へ
出
向
し
た
。
当
時
は
急
性
伝
染
病
（
腸
チ
フ
ス
・
赤
痢
・
疫
痢
な
ど
）
が
、
夏
季
に
な
る
と
大

流
行
し
た
の
で
、
毎
日
の
よ
う
に
何
十
人
の
生
命
が
消
え
て
行
く
。
私
は
医
師
と
し
て
の
無
力
を
痛
感
し
て
、
も
っ
と
実
験
研
究
し
た
く
な
っ

て
、
半
年
後
に
、
生
理
学
（
生
命
の
科
学
）
の
橋
田
邦
彦
教
授
の
研
究
室
へ
入
れ
て
い
た
だ
い
た
。

当
時
は
、
臨
床
か
ら
基
礎
へ
行
く
の
は
、
い
わ
ゆ
る
学
位
取
り
と
見
な
さ
れ
て
い
た
（
今
で
も
そ
の
傾
向
が
あ
る
）
。
と
こ
ろ
が
橋
田
先
生

は
、
「
生
理
学
は
〃
生
命
の
学
〃
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
こ
そ
臨
床
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
り
、
臨
床
は
生
理
学
を
踏
ま
え
て
真
の
医
療
で
あ
り

に
興
味
を
惹
か
れ
、
と
く
に
江
戸
時
代
の
学
術
輸
入
の
頃
の
「
蘭
学
」
（
科
学
と
医
学
）
が
関
心
の
中
心
に
な
っ
た
。

理
科
か
ら
医
科
へ
進
ん
だ
か
ら
、
医
学
に
関
心
を
持
た
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
、
医
学
の
教
科
書
の
ほ
か
に
、
古
代
の
科
学
、
医
学
、
医

学
医
術
の
歴
史
の
書
物
を
買
い
そ
ろ
え
た
。
そ
し
て
、
現
代
の
科
学
的
医
学
な
る
も
の
が
、
如
何
に
架
空
の
理
論
の
固
ま
り
で
あ
る
か
を
知
っ

て
そ
の
源
流
、
と
く
に
わ
が
国
に
お
け
る
原
点
を
探
っ
て
承
た
く
な
っ
た
。

た
ま
た
ま
藤
浪
剛
一
先
生
の
箸
に
「
日
本
に
お
け
る
実
験
科
学
は
、
小
塚
原
の
前
野
良
沢
・
杉
田
玄
白
の
脈
分
け
の
事
業
を
も
っ
て
新
紀
元

と
し
た
い
。
而
し
て
、
そ
の
翌
日
か
ら
着
手
し
た
解
剖
書
の
翻
訳
を
も
っ
て
、
真
の
科
学
記
事
の
濫
膓
と
し
、
真
の
科
学
の
創
立
と
見
敬
す
の

で
あ
る
」
（
「
本
邦
西
洋
医
学
の
発
達
」
『
江
戸
時
代
の
科
学
』
）
と
あ
る
の
を
見
て
、
わ
が
意
を
強
く
し
た
の
だ
っ
た
。
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門
下
か
ら
は
多
く
の
俊
秀
を
輩
出
し
て
い
る
。
私
も
お
か
げ
で
、
多
少
の
生
理
学
研
究
で
の
寄
与
が
で
き
た
が
、
そ
れ
よ
り
も
、
実
験
を
行

●
●

ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
然
即
人
生
即
世
界
の
広
い
立
場
・
見
方
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
何
物
に
も
代
え
が
た
い
賜
物
で
あ
っ
た
。

あ
る
。 橋

田
邦
彦
先
生
は
、
生
理
学
界
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
が
、
漢
学
・
仏
教
に
も
造
詣
深
く
、
「
大
蔵
経
に
埋
っ
て
科
学
を
に
ら
む
碩
学
」
で

あ
っ
た
。
先
生
は
週
に
一
回
二
時
間
、
研
究
員
ら
と
夕
食
を
と
も
に
し
た
あ
と
、
偉
い
学
人
ｌ
科
学
者
、
東
西
の
哲
人
、
思
想
・
宗
教
家
、
医

人
な
ど
ｌ
の
為
人
と
業
績
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
た
。
そ
れ
を
弟
子
た
ち
が
メ
モ
や
筆
記
し
た
も
の
が
、
『
碧
諄
集
』
『
空
月
集
』
な
ど
の
名
著

（
岩
波
書
店
刊
）
に
な
り
、
ま
た
、
『
正
法
眼
蔵
釈
意
』
の
四
巻
（
山
喜
房
刊
）
、
『
正
法
眼
蔵
側
面
観
』
（
大
法
輪
閣
刊
）
な
ど
に
な
っ
た
の
で

私
が
漢
方
医
学
の
こ
と
を
知
り
た
い
と
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
さ
っ
そ
く
、
山
田
図
南
の
『
傷
寒
論
集
成
』
と
中
西
深
斉
の
『
傷
寒
論
名
数

解
』
を
貸
し
て
下
さ
っ
た
。
（
先
生
の
父
君
は
、
漢
方
の
大
家
・
浅
田
宗
伯
の
門
人
で
、
漢
方
家
で
あ
っ
た
が
、
明
治
十
七
年
一
月
の
太
政
官

布
告
「
凡
そ
医
師
た
ら
ん
と
欲
す
る
者
は
、
西
洋
医
術
の
試
験
に
合
格
せ
ざ
れ
ぱ
、
開
業
を
す
る
こ
と
を
許
さ
ず
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、

郷
里
の
倉
吉
で
小
学
校
の
教
員
と
な
っ
た
。
）

私
が
、
ヌ
リ
・
灸
・
あ
ん
ま
」
に
関
心
を
深
め
た
の
は
、
橋
田
先
生
の
御
指
導
に
よ
る
も
の
だ
が
、
電
気
生
理
学
（
神
経
・
筋
・
内
臓
の

電
気
発
生
、
電
気
刺
激
に
よ
る
反
応
を
指
標
と
し
て
、
生
命
現
象
一
般
の
機
序
を
追
究
・
把
握
す
る
に
あ
る
）
に
よ
っ
て
、
皮
膚
・
内
臓
反
射

（
ツ
ポ
）
に
よ
る
ホ
ル
モ
ン
。
神
経
の
相
関
を
見
い
出
だ
す
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
た
。
（
Ｈ
・
セ
リ
エ
の
「
ス
ト
レ
ス
学
説
」
と
同
様
の
立
場
に

た
つ
も
の
で
あ
る
。
）

シ
ク
る
」
と
い
‐

も
言
わ
れ
た
。

ぎ
よ
う
じ
や
ど
う
じ
よ
う

橋
田
先
生
は
、
「
研
究
者
は
科
学
の
行
者
で
あ
る
。
研
究
室
は
科
学
者
の
道
場
で
あ
る
‐
一
と
言
っ
て
お
ら
れ
た
が
、
橋
田
道
場
の
先
輩
・
同

と
い
わ
れ
、
「
西
洋
医
学
と
東
洋
的
な
医
術
と
が
一
つ
に
な
っ
た
と
こ
ろ
に
、
真
の
新
し
い
日
本
医
学
が
樹
立
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
と
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僚
か
ら
、
科
学
・
医
学
・
医
術
・
医
療
を
通
し
て
、
医
の
道
へ
導
か
れ
た
。
と
く
に
大
き
な
影
響
を
う
け
た
の
は
、
内
山
孝
一
博
士
で
あ
っ

た
。
私
が
生
理
学
に
移
っ
た
頃
に
は
、
内
山
氏
は
慈
恵
医
大
卒
・
慈
恵
医
大
生
理
の
助
教
授
で
、
『
生
物
哲
学
の
研
究
』
を
著
わ
し
、
「
Ｈ
・
ド

リ
ー
シ
ュ
の
全
体
性
」
を
紹
介
し
て
、
生
理
学
会
で
も
知
ら
れ
て
お
り
、
医
史
学
の
造
詣
も
深
か
っ
た
が
、
昭
和
八
年
の
春
、
一
研
究
生
と

し
て
、
橋
田
教
授
の
教
室
に
移
っ
て
来
ら
れ
た
。

内
山
さ
ん
の
部
屋
に
時
々
う
か
が
っ
て
話
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
橋
田
先
生
が
見
え
て
、
私
も
仲
間
に
入
れ
て
く
れ
、
と
い
わ
れ
て
、
週
に

二
’
三
回
、
学
問
の
よ
も
や
ま
話
を
し
て
下
さ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
内
山
さ
ん
を
中
心
に
、
研
究
室
外
の
同
好
の
士
も
集
ま
っ
て
、
月
一
回

「
医
学
史
の
集
い
」
が
も
た
れ
た
（
こ
の
集
い
は
、
橋
田
先
生
か
ら
「
汲
泉
社
」
と
命
名
し
て
い
た
だ
い
た
）
。

こ
の
汲
泉
社
に
は
、
医
学
会
で
は
ユ
ニ
ー
ク
な
人
が
多
か
っ
た
。
医
の
先
達
、
故
事
来
歴
、
古
文
書
、
藺
学
関
係
の
も
の
な
ど
を
語
り
合
う
、

肩
の
こ
ら
な
い
、
愉
快
な
会
合
で
あ
っ
た
。
私
に
と
っ
て
は
、
実
験
の
合
間
の
こ
よ
な
き
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。
（
こ
の
頃
の
こ
と

は
、
『
日
本
医
事
新
報
』
（
昭
和
九
’
十
二
年
）
に
連
載
さ
れ
て
い
る
。
社
長
の
梅
沢
彦
太
郎
氏
、
同
社
の
村
上
秀
氏
も
汲
泉
社
同
人
だ
っ
た
。
）

こ
の
会
で
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
そ
れ
は
、
同
人
の
原
田
謙
太
郎
博
士
（
入
沢
内
科
出
身
の
先
輩
）
が
虫
食
い
古
写
本
の
大

い
さ
い

ぎ
な
束
を
披
露
し
て
、
そ
の
表
紙
に
は
『
鶉
斎
日
録
』
と
あ
っ
た
か
ら
だ
。
鶉
斎
と
は
杉
田
玄
白
の
号
、
杉
田
家
に
伝
わ
っ
て
い
る
杉
田
玄
白

の
自
筆
の
日
記
で
あ
る
。
同
席
の
人
た
ち
は
驚
い
た
。
私
も
心
の
震
え
る
の
を
禁
じ
え
な
か
っ
た
。

虫
食
い
が
ひ
ど
か
っ
た
の
で
、
紙
も
め
く
れ
な
い
。
原
田
さ
ん
の
胆
入
り
で
、
こ
れ
に
裏
打
ち
し
て
も
ら
い
、
ど
う
に
か
本
の
形
に
な
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
虫
食
い
に
よ
る
欠
損
、
そ
れ
に
玄
白
一
流
の
達
筆
の
草
書
、
な
か
な
か
読
桑
は
下
ら
な
い
。
何
人
か
で
手
わ
け
し
て
、
書
写

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
よ
く
読
め
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
、
わ
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
は
、
私
の
父
（
渡
辺
盤
山
、
漢
学
者
、
書
家
）
が
七
十
二

歳
で
楽
隠
居
し
て
い
た
の
で
、
一
年
が
か
り
で
、
大
半
を
書
写
し
て
く
れ
た
。
ま
だ
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
ま
た
そ
の
う
ち
に
、
と

い
っ
て
い
た
父
は
翌
年
（
昭
和
十
三
年
秋
）
亡
く
な
っ
た
。

こ
の
日
録
に
は
、
天
明
か
ら
文
化
に
至
る
十
数
年
間
（
玄
白
五
十
五
歳
か
ら
七
十
三
歳
ま
で
）
、
毎
日
の
こ
と
が
、
一
日
も
欠
か
さ
ず
、
日
食

618（66）



こ
の
門
外
不
出
の
秘
録
『
鶉
斎
日
録
』
は
、
玄
白
の
没
後
百
二
十
年
に
し
て
世
に
現
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
明
治
初
年
の
頃
、
『
蘭

学
事
始
』
の
写
本
が
神
田
孝
平
に
よ
っ
て
湯
島
の
夜
店
で
発
見
さ
れ
、
福
沢
諭
吉
に
よ
っ
て
世
に
紹
介
さ
れ
た
の
と
同
様
に
、
ま
っ
た
く
偶
然

の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
諭
吉
が
「
今
は
亡
き
人
と
思
ひ
し
朋
友
の
再
会
に
遭
ふ
た
る
が
如
し
」
と
感
激
し
て
、
戦
禍
の
下
（
維
新
戦
争
・
戊
辰

の
役
）
、
無
く
な
っ
て
は
大
変
だ
と
思
っ
て
、
苦
労
し
て
出
版
に
漕
ぎ
つ
け
、
そ
れ
か
ら
二
十
年
も
た
っ
た
明
治
二
十
三
年
に
再
版
し
て
世
に

広
め
る
こ
と
が
で
き
、
玄
白
の
偉
業
が
今
日
に
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

私
も
、
こ
の
日
録
を
出
版
し
て
世
に
伝
え
よ
う
と
思
っ
た
が
、
大
戦
前
の
こ
と
と
て
紙
も
統
制
に
な
り
、
印
刷
所
も
縮
小
さ
れ
て
、
ど
う
に

も
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
昭
和
十
五
年
、
時
難
を
に
な
っ
て
橋
田
先
生
は
文
部
大
臣
に
な
ら
れ
、
内
山
氏
は
秘
書
官

と
し
て
大
学
か
ら
出
て
行
か
れ
た
。
つ
い
で
私
も
、
文
部
省
の
研
究
官
（
国
民
精
神
文
化
研
究
所
員
）
に
任
ぜ
ら
れ
、
科
学
・
医
学
部
門
を
担

当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
翌
年
（
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
）
、
つ
い
に
戦
争
に
突
入
、
や
が
て
東
京
も
空
襲
の
爆
弾
に
さ
ら
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
、
世
人
一
般
に
も
知
ら
す
べ
き
貴
重
な
資
料
だ
と
い
う
こ
と
で
、
当
時
「
朝
日
新
聞
」
の
記
者
で
あ
っ
た
渡
辺
紳
一
郎
（
私
の
実

兄
、
東
大
・
支
邦
文
卒
。
後
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
話
の
泉
‐
一
「
私
の
秘
密
」
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
）
に
話
し
て
、
大
き
く
取
り
上
げ
て
公
表
し
て
も
ら
っ

た
。
つ
い
で
原
田
氏
も
『
中
央
公
論
』
に
執
筆
し
て
掲
載
し
た
（
大
正
十
一
年
八
月
号
）
。

当
時
、
玄
白
の
医
学
上
の
業
績
や
思
想
を
伝
え
る
も
の
は
、
出
版
物
（
木
版
和
綴
本
）
と
し
て
は
、
「
蘭
学
事
始
』
『
形
影
夜
話
』
『
和
蘭
医

事
問
答
』
『
野
里
独
語
』
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
容
易
に
手
に
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
方
食
の
図
書
館
で
探
し
て
や
っ
と
見
る
こ
と
が
で
き
た
の

だ
っ
た
。

の
天
候
、
起
居
の
》

き
こ
ま
れ
て
い
る
。

起
居
の
こ
と
、
往
診
先
き
、
散
文
、
漢
詩
、
和
歌
、
狂
歌
、
俳
句
、
川
柳
か
ら
、
当
時
の
世
間
の
雑
事
、
う
わ
さ
ま
で
、
丹
念
に
書
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蘭
学
関
係
の
資
料
は
、
下
谷
・
根
岸
の
大
槻
家
に
『
大
概
文
庫
』
と
し
て
、
大
部
分
が
蒐
め
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
も
危
険
に
な
っ
て
い
た

の
を
橋
田
先
生
（
文
相
）
の
お
は
か
ら
い
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
多
摩
川
の
「
静
嘉
堂
」
（
岩
崎
家
が
ス
ポ
ン
サ
ー
）
に
移
し
た
。
こ
の
『
大
槻

文
庫
』
は
整
理
さ
れ
て
静
嘉
堂
に
現
存
し
て
い
る
。
（
ま
た
、
儒
医
研
究
家
・
安
西
安
周
氏
が
蒐
め
た
明
治
以
降
の
医
書
・
医
史
も
の
は
、
国

民
精
神
文
化
研
究
所
に
移
し
て
お
い
た
。
戦
火
は
免
か
れ
た
が
、
敗
戦
後
、
同
研
究
所
は
解
体
さ
れ
て
、
国
立
教
育
研
究
所
に
な
り
、
私
も
Ｇ

Ｈ
Ｑ
の
追
放
を
受
け
た
の
で
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
。
）

私
の
国
民
精
神
文
化
研
究
所
で
の
仕
事
は
、
わ
が
国
の
学
術
（
主
と
し
て
医
学
・
医
学
史
）
、
東
西
の
学
術
・
文
化
交
流
、
日
本
の
科
学
技
術

の
あ
り
方
な
ど
を
研
究
す
る
こ
と
で
、
資
料
を
蒐
め
て
年
代
別
に
整
理
し
た
り
、
古
今
東
西
の
主
要
な
科
学
者
や
医
学
者
の
伝
記
を
読
象
返
し

て
訂
正
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
う
ち
で
、
私
が
主
と
し
て
や
っ
た
の
は
、
貝
原
益
軒
と
杉
田
玄
白
の
業
績
と
為
人
（
ひ
と
と
な
り
）
、

そ
の
時
代
の
流
れ
、
学
問
文
化
の
発
展
の
追
究
で
あ
っ
た
。

私
は
、
菊
池
寛
の
小
説
『
蘭
学
事
始
』
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
こ
の
小
説
で
は
「
玄
白
は
初
め
か
ら
虫
が
好
か
ず
、
訳
学
の
進
行
と
と
も

に
、
和
蘭
語
で
は
前
野
良
沢
に
歯
が
立
た
ず
、
ま
す
ま
す
劣
等
感
を
強
く
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
」
と
想
定
し
て
、
「
玄
白
の
反
感
と
意
地
に
よ

る
ラ
イ
バ
ル
意
識
が
、
あ
の
偉
業
の
原
動
力
で
あ
っ
た
」
と
し
て
い
る
。
玄
白
と
は
、
ど
ん
な
医
者
だ
っ
た
の
か
、
ま
た
そ
の
為
人
は
ど
う
で

あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
知
り
た
か
っ
た
私
に
は
、
も
の
足
り
な
か
っ
た
。

『
鶉
斎
日
録
』
や
そ
の
後
集
め
た
玄
白
の
書
い
た
も
の
や
弟
子
に
与
え
た
書
翰
、
入
づ
き
あ
い
、
随
想
や
詩
歌
な
ど
を
読
み
合
せ
て
み
る
と
、

杉
田
玄
白
の
全
貌
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
し
て
、
何
と
い
っ
て
も
、
重
要
な
も
の
は
、
こ
の
日
録
で
あ
る

と
痛
感
し
た
。
だ
が
、
空
襲
は
ま
す
ま
す
激
し
く
な
り
、
国
運
も
危
ぶ
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
と
り
あ
え
ず
玄
白
先
生
の
も
の
だ
け
で

も
ま
と
め
て
出
版
す
る
こ
と
に
し
た
。
（
福
沢
諭
吉
が
『
蘭
学
事
始
』
を
出
版
し
た
苦
心
が
思
い
や
ら
れ
る
。
）

『
杉
田
玄
白
全
集
」
（
全
三
巻
）
と
し
て
、
玄
白
の
原
文
を
主
と
し
て
編
集
し
て
、
当
時
も
っ
と
も
盛
ん
に
出
版
し
て
い
た
「
生
活
社
」
に
託

し
た
。
し
か
し
、
昭
和
十
九
年
十
一
月
、
そ
の
第
一
巻
『
鶉
斎
日
録
』
が
刊
行
さ
れ
た
直
後
、
大
空
襲
に
よ
っ
て
生
活
社
は
灰
儘
に
帰
し
、
こ
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や
が
て
敗
戦
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
追
放
を
受
け
て
七
年
間
、
家
族
七
人
生
き
て
行
く
の
が
せ
い
－
杯
だ
っ
た
が
、
次
第
に
そ
の
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
立
ち
な

お
り
、
玄
白
全
集
の
こ
と
を
思
い
か
え
し
、
玄
白
の
も
の
を
借
り
て
は
書
写
し
は
じ
め
た
。
そ
し
て
、
『
杉
田
玄
白
・
覚
え
書
き
』
と
題
し
て
、

雑
誌
『
社
会
保
険
』
に
連
載
（
昭
和
四
十
三
’
四
十
七
年
）
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
『
夜
明
け
の
人
・
杉
田
玄
白
』
（
徳
間

書
店
、
昭
和
五
十
一
年
）
、
そ
れ
に
、
資
料
の
原
文
を
加
え
て
、
『
和
藺
医
学
事
始
』
（
春
秋
社
、
昭
和
五
十
八
年
）
と
し
て
出
版
し
た
。

『
鶉
斎
日
録
」
は
焼
け
残
っ
て
、
部
数
は
少
な
い
が
、
杉
田
玄
白
も
の
に
は
屡
々
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
い
わ
ば
不
幸
中
の
幸
で
あ
っ
た

が
、
も
っ
と
多
く
の
人
為
に
知
っ
て
も
ら
い
た
く
、
先
般
多
少
補
筆
し
て
『
杉
田
玄
白
日
記
』
（
青
史
社
、
昭
和
五
十
六
年
）
と
題
し
て
新
し

く
出
版
し
て
お
い
た
。
私
は
、
玄
白
の
為
人
、
医
人
と
し
て
の
あ
り
方
、
そ
の
も
の
ご
と
の
見
方
ｌ
考
え
方
は
、
そ
の
日
録
、
随
想
、
詩
文
の

中
に
躍
如
と
し
て
い
る
の
で
、
も
う
そ
ろ
そ
ろ
学
者
先
生
方
の
認
識
も
正
し
く
な
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
だ
が
、
ど
う
も
菊
池

寛
流
の
と
ら
え
方
は
改
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

『
解
体
新
書
』
の
扉
に
は
、
翻
訳
者
は
杉
田
玄
白
と
な
っ
て
お
り
、
い
ち
ば
ん
中
心
で
あ
っ
た
前
野
良
沢
の
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
序
に
も

版
に
も
良
沢
の
こ
と
は
見
い
出
せ
な
い
。
こ
れ
が
後
世
の
誤
解
を
生
じ
る
も
と
に
な
っ
た
ら
し
い
。
た
と
え
ば
、
「
玄
白
は
良
沢
に
劣
等
感
を

い
だ
き
、
そ
れ
を
い
つ
も
根
に
持
っ
て
い
た
」
と
か
、
「
玄
白
は
自
己
顕
示
欲
が
強
く
、
名
声
好
き
で
あ
っ
た
」
と
か
、
あ
る
い
は
、
「
ど
っ
ち

か
と
い
う
と
、
学
究
肌
で
は
な
く
、
世
間
的
な
常
識
人
で
あ
り
、
い
い
意
味
の
ボ
ス
的
資
質
の
持
ち
主
と
い
え
よ
う
」
と
か
、
「
日
録
に
も
、

「
良
沢
死
す
」
と
だ
け
書
か
れ
て
い
る
」
と
か
、
専
門
の
歴
史
家
た
ち
も
書
い
て
い
る
。

ま
た
、
杉
田
玄
白
は
歴
史
上
の
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
今
さ
ら
な
が
ら
と
い
う
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
歴
史
上
の
人
物
伝
と
い
っ

た
も
の
や
解
説
書
と
い
う
も
の
は
、
と
も
す
れ
ば
善
・
悪
を
強
調
し
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
が
つ
き
ま
と
い
、
そ
の
人
物
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
だ

の
第
一
巻
だ
け
の
百
部
ば
か
り
を
残
し
て
、
渡
し
て
あ
っ
た
原
稿
も
す
べ
て
消
失
し
て
し
ま
っ
た
。
（
そ
の
半
年
後
に
は
、
私
の
家
も
焼
夷
弾

で
烏
有
に
帰
し
た
。
）
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に
過
ぎ
な
く
な
る
。
人
串

在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

今
や
、
日
本
に
と
っ
て
大
き
な
反
省
の
と
き
が
到
来
し
て
い
る
。
明
治
維
新
以
来
の
欧
化
思
悪
、
さ
ら
に
戦
後
の
米
国
一
辺
倒
の
行
き
方
が

壁
に
つ
き
あ
た
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
見
直
さ
れ
、
そ
の
価
値
が
問
い
な
お
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
進
路
は
選
択
を
迫
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

こ
の
意
味
に
お
い
て
、
玄
白
と
そ
の
生
き
た
江
戸
時
代
の
末
期
こ
そ
は
、
今
日
の
私
た
ち
の
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
江
戸
末
期
か
ら
明
治
初
期
に
来
日
し
た
西
欧
の
医
人
に
つ
い
て
も
、
あ
ら
た
め
て
見
直
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
シ
ー
ポ
ル
ト
や
ベ

ル
ッ
ら
に
つ
い
て
も
、
過
ぎ
去
っ
た
こ
と
と
し
て
で
は
な
く
、
そ
の
事
蹟
や
忠
言
を
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
発
展
の
糧
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
）

『
解
体
新
書
』
の
翻
訳
出
版
と
い
う
こ
と
が
、
西
欧
の
科
学
知
識
や
文
化
を
取
り
入
れ
る
一
つ
の
暁
鐘
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
一
般
に
異
論
の

な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
科
学
史
家
の
多
く
は
、
そ
れ
ま
で
は
日
本
に
は
「
物
心
一
体
」
と
し
て
の
物
が
あ
る
だ
け
で
、
客
観
的
な
「
物
」
は

な
か
っ
た
、
西
洋
の
学
術
文
化
が
入
っ
て
き
て
「
物
」
と
い
う
も
の
を
発
見
し
、
科
学
が
誕
生
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
日
本
に

は
、
物
事
の
筋
道
を
た
ど
る
「
理
論
」
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
物
と
心
」
「
自
然
と
人
」
と
が
こ
ん
が
ら
か
っ
て
い
て
、
理
解
は
お
ろ
そ

か
に
さ
れ
て
い
た
の
で
、
自
然
科
学
も
科
学
的
医
学
も
発
達
し
な
か
っ
た
と
い
う
人
も
あ
る
。

『
蘭
学
事
始
』
を
心
し
て
読
め
ば
、
玄
白
ら
が
、
た
だ
「
理
解
」
を
求
め
る
た
め
に
や
っ
た
の
で
な
く
、
西
洋
の
優
れ
た
も
の
を
と
り
入
れ

て
、
自
分
の
携
わ
る
医
学
・
医
術
を
よ
り
よ
く
遂
行
せ
ん
が
た
め
の
、
つ
ま
り
「
職
域
奉
公
」
（
新
し
い
言
葉
で
は
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・

エ
シ
ッ
ク
ス
）
の
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
ぐ
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
医
学
・
医
術
は
、
医
人
の
実
践
と
．
つ
」
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
空
論

に
過
ぎ
な
く
な
る
。
人
間
の
生
命
は
、
精
神
と
身
体
と
が
別
左
に
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
「
心
と
体
」
「
自
然
と
人
」
と
が
一
体
に
な
っ
て
実

け
、
憶
測
も
広
が
っ
て
行
く
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
歴
史
上
の
人
物
は
、
後
世
の
人
び
と
の
頭
の
中
で
ひ
と
り
歩
き
し
て
い
っ
て
、
と
ん
で

も
な
い
歪
翠
を
受
け
る
こ
と
に
も
な
る
。
人
物
や
出
来
事
は
、
重
要
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
原
著
や
事
蹟
に
つ
い
て
丹
念
に
見
直
し
、
虚
心
に

と
ら
え
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

今
や
、
日
本
に
と
っ
て
大
垂
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あ
の
蘭
医
学
移
入
の
苦
難
の
業
を
や
り
逐
げ
た
の
は
、
た
だ
物
好
き
だ
と
か
、
名
誉
欲
の
た
め
だ
と
か
、
あ
る
い
は
金
も
う
け
の
た
め
だ
と

か
、
執
念
ぶ
か
い
と
か
い
っ
て
傍
観
す
る
の
で
は
、
玄
白
ら
の
仕
事
の
意
義
も
、
西
欧
の
学
術
の
真
の
価
値
も
見
い
出
す
こ
と
は
で
き
ず
、
そ

れ
以
後
わ
が
国
で
発
展
し
た
学
術
文
化
を
正
し
く
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
が
、
今
日
に
お
い
て
も
、
わ
が
科
学
技
術
が
欧
米
の
真
似
事
で
あ
り
、
盗
用
し
て
い
る
、
と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
と
も
思
わ
れ

寺
田
寅
彦
博
士
（
一
八
七
八
’
一
九
三
五
、
東
大
教
授
、
独
創
的
な
物
理
学
者
で
あ
り
、
エ
ッ
セ
イ
の
名
人
）
は
、
「
科
学
を
大
衆
の
も
の

に
す
る
に
は
、
エ
ッ
セ
イ
（
随
想
、
随
筆
）
が
も
っ
と
も
相
応
し
い
。
論
文
と
ち
が
っ
て
、
具
体
的
で
血
が
通
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
と
い

う
意
味
の
こ
と
を
、
い
ろ
い
ろ
な
随
筆
に
書
い
て
お
ら
れ
る
。
（
「
天
災
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」
の
名
言
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
）
す
ぐ

れ
た
科
学
者
は
、
す
ぐ
れ
た
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
（
英
語
で
は
、
随
想
的
評
論
家
の
意
味
に
用
い
ら
れ
る
）
で
あ
る
。
電
気
生
理
学
の
開
祖
で
あ
る

Ｅ
・
デ
ュ
ポ
ア
・
レ
イ
モ
ソ
も
、
名
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
で
あ
り
、
歴
史
家
と
し
て
も
、
哲
学
者
と
し
て
も
有
名
で
あ
る
。

古
代
ギ
リ
シ
ア
の
イ
オ
ニ
ア
時
代
に
は
、
「
学
問
は
人
と
と
も
に
あ
り
、
学
者
（
フ
ィ
ジ
オ
ロ
ゴ
イ
）
の
考
え
る
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
学
問

（
フ
ィ
ジ
オ
ロ
ギ
ア
、
生
理
学
の
語
源
）
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
学
問
と
は
も
と
も
と
随
想
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
人
を
離
れ
て
学
問
と
い
う

も
の
は
な
か
っ
た
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
学
問
は
、
散
歩
し
な
が
ら
の
会
話
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
「
道
遙
学
派
」
と
呼
ば
れ
る
。

玄
白
の
真
骨
頂
も
、
そ
の
独
特
な
随
想
文
に
あ
り
、
そ
の
「
流
麗
な
語
り
口
」
は
、
心
し
て
読
め
ば
誰
に
も
よ
く
わ
か
る
の
で
あ
る
。
と
く

に
そ
の
医
学
的
な
随
筆
（
『
和
蘭
医
事
問
答
』
、
『
狂
医
の
言
』
、
『
乱
心
二
十
四
ケ
条
』
、
『
養
生
七
不
可
』
、
『
野
里
独
語
』
、
『
形
影
夜
話
」
、
『
玉

も
う
て
つ

味
噌
』
、
『
毫
臺
独
語
』
な
ど
）
は
、
是
非
と
も
じ
っ
く
り
味
読
す
べ
き
で
あ
る
。
直
接
玄
白
先
生
に
語
り
か
け
ら
れ
る
思
い
に
か
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。
「
人
と
学
と
に
出
合
う
」
と
は
こ
の
こ
と
を
言
う
の
だ
と
思
う
。

こ
れ
ら
玄
白
の
医
学
的
随
筆
を
集
め
て
一
本
に
し
（
原
文
を
そ
の
ま
ま
に
、
読
み
や
す
く
し
、
解
説
を
つ
け
）
て
出
版
し
た
（
春
秋
社
）
。

同
様
の
主
旨
か
ら
、
『
養
生
訓
』
（
貝
原
益
軒
著
、
杉
靖
三
郎
解
説
、
徳
間
書
店
刊
）
を
出
し
て
お
い
た
。

る
○
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今
日
、
科
学
技
術
の
時
代
、
医
学
医
術
の
進
歩
に
目
く
る
め
く
ぱ
か
り
で
あ
る
。
だ
が
、
と
も
す
れ
ば
医
学
医
術
の
中
心
に
「
病
め
る
人
」

の
い
る
こ
と
を
忘
れ
が
ち
に
な
る
。
「
病
人
の
苦
痛
を
除
き
、
病
気
を
な
お
す
」
と
い
う
医
学
本
来
の
目
標
を
見
失
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の

ふ
る

た
め
に
は
、
医
の
学
と
術
の
正
し
い
進
め
方
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
温
故
は
知
新
な
り
」
（
王
陽
明
流
の
読
み
方
）
と
い
い
、
故
き
を
た

ず
ね
る
の
は
、
新
し
い
行
き
方
を
知
る
こ
と
で
あ
り
、
医
学
医
術
の
正
し
い
将
来
へ
進
む
た
め
に
は
、
故
く
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
「
医
の
歴

史
」
を
正
し
く
把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
も
、
医
学
史
・
医
史
学
の
も
つ
意
義
は
重
大
で
あ
る
。

わ
が
日
本
医
史
学
会
の
一
層
の
発
展
を
祈
っ
て
筆
を
お
く
次
第
で
す
。
（
昭
和
六
十
三
年
一
月
十
八
日
記
）

れ
て
い
る
。

私
は
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
「
手
を
出
し
て
」
き
た
が
、
ふ
り
か
え
っ
て
象
る
と
覇
杉
田
玄
白
と
の
「
つ
き
合
い
」
は
、
い
ち
ば
ん
長
く
、
深

い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
医
史
学
と
私
」
と
い
う
題
で
書
く
と
な
る
と
、
ど
う
し
て
も
玄
白
に
濫
膓
す
る
「
蘭
学
」
の
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

う
。
当
時
の
西
洋
医
学
に
つ
い
て
は
、
「
西
欧
に
お
け
る
日
本
研
究
」
の
古
書
（
稀
観
本
）
Ｉ
『
シ
ー
ポ
ル
ト
の
日
本
」
『
ケ
ン
ペ
ル
の
日
本
史
』
、

ツ
ン
ベ
ル
ク
の
初
版
、
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
、
グ
ワ
ル
チ
ェ
リ
な
ど
ｌ
も
所
蔵
し
て
お
り
、
『
日
本
科
学
の
伝
統
』
（
目
黒
書
店
）
に
ま
と
め
ら

｛
暉
蓉
鐵
蘂
埜
鍔
鐸
誇
識
龍
）
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